
 

 

 

（様式６－１） 

実績概要（ホームページ掲載用） 

 

活動のテーマ 

 県民と行政のパートナーシップによる地域づくり 

（平成27年度砂防技術研修会） 

助成事業者 特定非営利活動法人 鹿児島砂防ボランティア協会 

代表者 理事長  平山 弘 

（目的） 

気候変動に伴うと思われる異常気象は激甚な豪雨をもたらし、自然災害、特に土石流災

害が広島・長野でみられるように全国各地で頻発している。 

本県においても大隅地方、奄美地方、北薩地方では、近年豪雨により激甚な土砂災害に見

舞われた。土砂災害対策は、ハード対策と併せて「土砂災害について」の防災に関する啓

発が重要となっている。この防災意識の向上・徹底は人々を災害から護る大きな政策とな

っている。 

本協会ボランティア会員、地方自治防災担当職員に対して、この研修により防災技術向

上を図り防災意識を高め、土砂災害から人々を護り安全・安心な社会づくりに寄与する。

 

（概要） 

平成27年度砂防技術研修会 

１）事業内容：砂防技術研修 

２）開催日 ：平成27年1月26日  13：30～17：00 

３）開催場所：鹿児島市与次郎2丁目4-25 ホテル ウエルビュー かごしま 

４）参加対象者：鹿児島砂防ボランティア協会会員 

        県・市町村などの防災担当職員 

５）研修参加者：総数120名 

        内訳 本協会員84名 県市町村防災担当職員36名 

６）研修プログラム 

  ・技術講話① 「砂防技術に関するいくつかの話題」 

          政策研究大学院大学 水山高久特任教授 

  ・技術講話② 「南九州における最近の火山活動」 

          鹿児島大学 小林 哲夫名誉教授 

  ・行政報告① 「桜島における直轄砂防事業について」 

        国土交通省大隅河川国道事務所  加藤仁志所長 

  ・行政報告② 「最近の砂防行政を取り巻く話題」          

        鹿児島県土木部砂防課      田村 毅課長 

    


